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緒 言
肺の支配神経に関する研究はまず 1844年 Remak71)
に始まった。彼はウシの肺を肉眼解剖的に観察し，気管
支に治って走る細い神経線維束の中に多数の小神経節を
発見した。つづいて肺内の神経節や神経叢に関して 
Ismai1off3汽1873)，Stirling8汽1876)，ArnsteI.'n& Po1-
schko5)(1897)，Budde8)(1904)らの研究があり，また， 
Smirnow8汽1888)，Ponzid8)(1906)，Larsell的 47)叫 (1921)， 
Jones州 (1926)，Larsell &Dow的(1935)，Gay1or20)(1934)， 
G1acer2l)2)(l927)，Spencer & Leof84)(1964)らはメチ
レン青染色を用い，滝野9川1932)，Elftman13)(1943)は 
Caja1氏染色法により，さらに Berk1ey7)(l893)，Sun-
der-P1assmann87)附 (1933)，林2吟 (1937)，佐々木7め(1943)，
瀬戸8町1949)，Yagita1附 (1954)， Mizukoshi町 (1953)， 
1) 	 肺神経叢内有髄線維の量的，形態的分析一一ー福山
の扇形細裂標本法による。 
2) 	 肺神経叢内有髄線維の起源と経路の追求ーー各種
神経切断後の肺神経叢内の変性線維を扇形細裂標本
によって検索する。 
3) 肺内の神経終末の形態と分布について一一Biel~ 
schowsky-瀬戸氏法81)による。
研究材料と方法
研究に使用した材料は体重 6~15 kgの正常な雑種成
熟イヌ 60側例である。 その内訳は下記のとおりで，左
右計 20側例は肉眼解剖学的観察と正常な肺神経叢内有
髄線維の組織学的観察にあて，他は各種神経切断実験に
供した。 
Saito7め(1955)，Honjin3り(1956)，長石間(1957)らは鍍銀
右 
染色法で肺内の知覚終末を検討している。このように肺 A)正常例 10 
の支配神経の組織学的研究はほとんどが神経終末に関す B) 神経切断実験 
るものであって，支配神経を構成する線維の分析的研究 0迷走神経節状神経節上側切断例 2 
左叩 
qA
としては，わずかに飯塚3汽1959)，矢内101)(1961)の報告 O同，下側切断例 	 5
に
内 
J
があるだけで，これに関する知見はまだまだ不充分とい 。上喉頭神経切断例 LPoroqAAT
わねばならない。 0背髄神経 (C8~T5) 前根切断例
一方，生理的ないし臨床的立場からの研究には Sauer- 。同，後根神経節切除例
bruch7内1932)，Sunder-Plassmann88)(1933)，Cournand 。星状神経節切除例 2 
10)(1950)，Oberho1zerOO)(1964)らのものがあるが組織学
C) 交叉性神経線維検索例 4 
ム
的裏づけに乏しい。最近では肺循環の生理学的研究に関 ロ 
連して肺血行に対する神経支配の有無が問題になってお
り，いろいろ論議されているにもかかわらずいまだに決 実験方法 
定的な見解は確立されていない。このようなことは肺の 1) 扇形細裂標本法
計
23 37 
支配神経についての系統的な詳しい研究がまだ充分でな
いこと，特に構成線維の起源および経路に関する知見の
貧困によると考えられる。
そこで私は肺支配神経を構成する線維の量的，形態的
分析および各種線維の起源と経路を追求するために肺神
経叢内の有髄線維について次の 3点を中心に研究した。 
従来，有髄線維は直径のみによって大小，あるいは大
中小に分類され，線維の太さと機能との関係が検討され
てきた。しかし，有髄線維の形態と機能との関係を明ら
かにするためには単に線維の太さだけではなく，髄鞘の
厚さ， Ranvier絞輪関節の長さ， Schmidt-Lanterman 
切痕の配列密度なども考慮に入れなくてはならない。と
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表1. Quadruple classification of myelinated nerve fibres (Fukuyama) 

small-sized medium-sized large-sized Imaximum-sized 

Diameter (μ) 1-3 2-5 
Thickness of myelin sheath thin moderately thick 
Ranvier's internodal length (μ) 90-130 190-240 
Density of myelin sheath light mediumstained with osmic acid 

Number of Schmidt-Lantermann's Mostly absent， 

clefts in an internodal segment not more than 2 
ころがこれら髄鞘の構造はいままでで、のように神経を横断
切片としてしらベる方法では観察することができない。
そこで福山1
本」を創案した。標本作成方法は，まず目的とする神経
を約 1"，1.5cmの長さに切り，神経鞘を除去したのち 0.3 
時間24のフ卵器内で約340C酸に入れosmium0.5% "， 
固定染色する。 ついで osmium酸で黒染された神経片
を実体顕微鏡下で l本の線維も逃すことなく針で細裂し
扇形に広げる。でき上った標本を鏡検し有髄線維を表 I
の分類法に従って，線維の直径のほかに， Ranvier絞輪
間節の長さ， Schmidt-Lanterman切痕の配列密度，髄
鞘の厚さおよび染色性などを参酌して小径，中径，大径，
最大径の四種に分類する。この方法は一見原始的なよう
に見えるが，本法で神経切断実験により変性した線維を
観察すると変性線維は断裂した髄球の連鎖として確認で
き，しかもその変性像から変性線維の径別分類ができる
ばかりでなく，その数をも正確に算定できるという絶対
的な長所がある。有髄線維の分析にあたって正確さと詳
細さを必要とするなら本法を採るのが最善で，特に神経
切断による変性線維がいかにわずかであっても確実につ
かむことができるという利点がある。 
2) 神経切断実験方法 
Pentobarbital sodium (Nembutal) 25"，30mg/体重 
kg静注麻酔または ether使用気管内全身麻酔にて，無
菌的操作のもとで目的とする神経を直視下で切断または
切除した。イヌは神経切断後約 7日(この時期が変性線
維を最も容易に確認できる点，また変性線維がいまだ再
生しないという点で最良と考える)で大腿動脈より潟血
死せしめ，直ちに肺神経叢の神経束を確実に余すところ
なく採取しすでに述べた扇形細裂標本を作り， Waller 
の変性聞を検索した。
3) 神経終末の染色方法
扇形細裂標本に供する神経束を採取した後，肺を摘出
し Bielschowsky-瀬戸氏変、法81)によって鍍銀染色した。
3-5 
4-7 7-
thick very thick 
250-400 400-600 
deep deep 
6-11 12-22 
肉眼的観察 
10例についての肉眼的観察によると肺に進入する神経
はヒトの場合と大差なく胸部迷走神経幹からの枝，心臓
神経叢からの枝などが合し肺門部で前肺神経叢と後肺神
経叢を形成する。なかでも迷走神経幹からの枝が圧倒的
に多く，個体差，左右差はあるが常に 10本近く，多い場
合には十数本の神経枝を確認することができた。これら
の枝は反田神経の下側で迷走神経から分れおもに後肺神
経叢を作る。それに対し心臓神経叢からの分枝は非常に
細く，これを欠除することもあった。また星状神経節か
ら直接肺神経叢に加わる枝も肉眼的に観察できるのはき
わめてまれであった。しかし交感神経の中頚神経節から
分れ迷走神経幹に沿って胸腔に下り，大動脈弓の前側を
通って肺動脈に達し肺門に向かう交感神経枝はかなり強
大で，ほとんど常に存在していた。これに反して胸部交
感神経幹から直接肺神経叢に加わる分枝は肉眼的に認め
ることはできなかった。前肺神経叢と後肺神経叢を比較
すると，後者がはるかに優勢である。次にイヌの肺の分
葉は一般に右は 4葉，左は 2ないし 3葉であった。 Mil-
lerら問(1964)はそれを右肺では apicallobe，cardiac 
lobe，intermediate lobe，diaphragmatic lobe，左肺
では apicallobe，cardiac lobe，diaphragmatic lobe 
と名づけているが，著者の観察によると左肺の apical 
lobeと cardiaclobeとの分葉が悪いものが多かった。
気管支および肺動脈，肺静脈は肺門部で分岐し，各肺葉
にはいるが，肺神経叢の神経束は肉眼的に見ると大部分
気管支に治い，一部肺血管に諮って各肺葉に進入する。
組織学的観察 
肺神経叢に含まれる有髄線維の量にはかなりの個体差
が認められる(表 2)。 しかし 10例の平均値を求めると
右 2491本，左 1915本で右が左に比べて優勢であった
(表 3)。 この右>左という関係については 1例の例外も
なかったが，このことは右と左の肺の大きさから考えれ
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Medium 
Large 
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表 2. M yelinated nerve fibers in plexus pulmonalis 
Dseoxg&Nwoei下g~ 
Right Left Total 
R+LSni Md Lg Mx Sm Md Lg Mx 
No.100 M 6 kg 
No.123 F 8kg 
No.137 M 9 kg 
No.139 F 6 kg 
No. 151 M 10 kg 
No.159 M 7 kg 
No. 161 M 10 kg 
No.171 F 9 kg 
No.234 F 7 kg 
No.245 M 12 kg 
1153 
664 
934 
612 
971 
870 
1201 
1446 
1057 
859 
995 
530 
698 
505 
705 
631 
567 
1025 
472 
676 
608 452 
498 402 
441 270 
174 304 
614 393 
275 259 
558 230 
662 417 
412 356 
359 654 
3208 
2094 
2343 
1595 
2683 
2035 
2556 
3550 
2297 
2548 
483 
710 
927 
469 
699 
805 
1216 
1187 
460 
591 
446 
593 
755 
403 
576 
369 
768 
830 
339 
464 
418 346 
376 328 
293 248 
217 142 
509 289 
283 276 
317 220 
350 391 
203 191 
304 356 
1693 
2007 
2223 
1231 
2073 
1733 
2521 
2758 
1193 
1715 
4901 
4101 
4566 
2826 
4756 
3768 
5077 
6308 
3490 
4263 
Average 
l---F
e m a e 
374 同記| 44061 1915 1 
Mx=Maximum 
279327554755460680977 
M=Male 一 一官 ム Sm=Small Md~Medium 
表 3. Myelinated nerve fibers in plexus pulmo・ ， ，  、、rttn 
300 
mlis. (in average number of 10 dogs) 
|Right Le白 Total 
Small 977(39.2%)1 755(39.4%)11732(39.3%) 
一一一一 Right
一一一一一一一 Left 
i h - E - - - - - E
・E・ - 晴 同  
n 
il--
hill-
‘ 、 ‘
、 、 、、 、 、
Medium 680(27.3%)1 554(28.9%)11234(28.0%) 
Large 460(18.5%)1 327(17.1%)1 787(17.9%) 
Maximum 
4 An Y- A
h
ワ 
374 (15.0%) 1 279 (14.6%) 1 653 (14.8%) 
200Total 1915ω6 
1 
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ばむしろ当然のことであろう。次にこの有髄線維の量を
小径，中径，大径，最大径の 4種に分類すると表 2表 3 
100 
図 2. 
および図 lに示すごとく各種線維の含まれる割合は左右
ともほぼ同じ傾向を示し， ともに小径>中径>大径>最
大径となった。しかし表 2に示すように大径>最大径の
関係が逆転しているものが左右各 2例(右:No. 139， 
245，左:No. 171，245)あった。しかし小径，中径とい
う比較的細い線維が圧倒的に多いことについては lつの
例外も認められなかった。
次に図 2は No.123で無作為に抽出した 1000本の有 
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表 4. Myelinated nerve fibers in plexus pulmonalis after cutting of N. vagus above Ggl.nodosum. 
Do&g SNid0e .¥¥ ¥¥ 
No. 108 R 
Small Medium Large Maximum Total 
Int 
334 592 
Int 
158 534 
Int 
159 278 
Int 
96 171 
Int 
747 1575 
No. 146 R 286 354 239 274 139 271 90 228 754 1127 
Average 310 
No. 120 L 
No. 152 L 
Average 236 
ω ドti 
R=Right L=Left Int=Intact Deg = Degenera ted 
Small 
Medium 	 I1IIdegenerated 
仁コ intact
Large 
RightMaximum 
(2 dogs) 
10 20 30 40 50% 
Small 
Medium 
Large 
Left 

Maximum圃圃圃 I (2 dogs) 

図3. Myelinated nerve fibers in plexus 
pulmonalis after cutting of N. 
vagus above Ggl.nodosum 
髄線維を 1μ別に分けた分布曲線であるが，ここでも 2μ 
...3μ に大きなピークが認められる。 このことは小径，
中径という比較的細い線維が多いという上述した所見と
よく一致している。しかし大径，最大径に属する太い有
髄線維もかなりの割合に含まれ，両者を合わせると右で
は有髄線維の 33.5%，左では 31.7%を占めている(表3
から計算)。これらの太い線維は後で述べるように知覚
性と考えられるので肺の知覚性の高いことを示す所見と
して興味がある。
変性実験
肺神経叢内有髄神経線維の起源と経過をしらべるため
に神経切断実験を行ない検索した結果次のような成績を
表 5. Percentage of Supra-nodal nerve fibers 
in plexus pulmonalis 
Right Left 
Small 60.4 59.9 
Medium 67.0 62.8 
Large 64.9 58.7 
Maximum 68.3 63.6 
Total 64.3 60.9 
得た。 
1 ) 迷走神経の節状神経節上側切断
左右各 2例について迷走神経を節状神経節のすぐ中枢
側で切断したところ表 4および図 3に示すような成績を
得た。この神経切断により肺神経叢内に生ずる有髄線維
の変性は平均して右 1352本(有髄線維総数の 64.3%)，
左 1071本(同 60.9%)であった。なお節状神経節上側切
断による変性率に関しては個体差，側差はあまり著明で
ない。以上の成績によって，肺神経叢内の有髄線維のう
ち，約 64%(右)ないし約 61%(左)が節状神経節より
中枢側に起源するいわゆる節上線維(表 5)であること
がわかる。ここで特に注目すべきことは，両者とも小径
から最大径にいたる各種線維の変性率は多少の差はある
にしても，いずれも 60%前後のほぼ近似した値を示す
ことである。なお大径，最大径という有髄線維は明らか
に知覚性であるが，この種の線維が節上線維のなかにも
かなり多量に含まれているということは特筆すべき所見
である。 
II) 迷走神経の節状神経節下側切断
迷走神経を節状神経節のすぐ下側で切断した左右各 5
例の成績は表6および図 4のとおりである。表に示すよ
うに変性率は左右の間およひ、小径から最大径までの各径
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表 6. Mye1inated nerve fibers in p1exus pu1monalis after 
cutting of N. vagus below Ggl.nodosum. 
Small Medium Large Maximum Tota1 
Int Int出子¥
 
104 543No. 106 R 80 
151No. 111 R 564 122 
101No. 116 R 654 81 
434 140No. 138 R 124 
49No. 213 R 37383 
Average 
1 106 I品[92
492 38 
208 20 
558 55 
261 49 
343 22 
No. 110 L 21 
No. 115 L 20 
No. 204 L 78 
No. 206 L 94 
No. 263 L 29 
Int 
390 
399 
373 
385 
340 
120 
101 
96 
104 
36 
同1
91 l(7J;?l 
463 
200 
481 
225 
323 
63 
19 
54 
51 
12 
Int Int 
289 92 170 396 1392 
59 319 433 1662380 
339 89 211 367 1577 
381 61 339 429 1539 
309 12 134 1309277 
63ld[引(政 
193 33 
226 17 
392 7 
263 20 
314 7 
1273125 155 
852218 76 
1767336 194 
867214118 
1243263 70 
48 I(品[ 40ld l 17ldl1421(ぷ?Average 向 。 、『 ， ，  仏' B1 5 J円33'i〆Q d、 、03 
Small 
Medium _ 
仁コ intact 
Right 
(5 dogs) 
Large 
Maximum 
10 40 50%20 30 
Small 
Left 
(5 dogs) 
Medium 
Large 
Maximum 
図 4. Myelinated nerve fibers in plexus 
pu1monalis after cutting of N. 
vagus be10w Ggl.nodosum 
表 7. Percentage of Nodal nerve flbers 
in plexus pulmona1is 
別線維の聞に多少の差はあるものの，だいたい有髄線維
の 80，-，90%である。 節状神経節下側切断によって変性
身に起源するいわゆる節線維も含まれている。したがっ
degenerated する線維は前項で述べた節上線維のほかに節状神経節自
てこの節状神経節下切断の変性率から前項で述べた節状
神経節上側切断の変性率を差引いた残りが節線維のはず
である。試みにこの節線維の値を求めたところ表 7に示
す成績を得た。表にみるごとく肺神経叢の有髄線維総数
に対する節線維の割合は右 16.7%，左 28.5%であるが，
この際節線維の割合が左>右であることに注意すべきで
ある。なお肺神経叢に包含される節線維の割合は小径か
ら最大径までほぼ同じで径別のちがいによる差は著明で
ないが，各線維とも節線維は節上線維よりも少ない傾向
がみとめられる。 
II) 上喉頭神経切断
以上述べたように肺支配の迷走神経の有髄線維には節
上線維と節線維が含まれているが，これらの線維はすべ
て迷走神経幹を下降して肺神経叢に進入するものであろ
うか。すなわちほかにも側副路がありはしないかという
Right Left 
Small 
Medium 
Large 
Maximum 
22.6 
13.4 
14.0 
12.4 
28.7 
27.3 
28.7 
29.0 
疑問がある。特に考えられるのは節状神経節から上喉頭
神経にはいり，これと反回神経との聞の吻合枝を下って
反回神経から肺神経叢に達するノレートである。伊藤町 
(1960)は迷走神経線維の一部がこの経路を通って心臓に
達することを報告している。そこで私は迷走神経からの
分岐部の近くで左上喉頭神経を切断し，肺神経叢に変性
Total 16.7 28.5 が起こるかどうかをしらべたところ表8の結果を得た。
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表 8. Myelinated nerve fibers in plexus pulmonalis after cutting of N. laryngeus superior 
Small Medium Large Maximum Total 
Int. Deg. Int. Deg. Int. Deg. Int. Deg. Int. Deg. 
366 
673 。
。 280 
543 。
。 234 
363 
193 。 
247 1826 2 
表 9. Degenerated nerve fibers in plexus 表 10. Degenerated nerve fibers in plexus 
pulmonalis sinister after cutting of pulmonalis sinister after cutting of 
Radix ventralis (Cs-T 5) Radix dorsalis (CS-T5) 
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表 11. M yelinated nerve fibers in plexus pulmonalis after resection of Ggl.stellatum 
点ト¥ 
No. 156 R 
No. 158 R 
Small Medium Large Maximum Total 
889 6 
792 5 
609 4 
446 2 
326 2 
460 。 308 285 2132 12 1983 7 
No. 153 L 1086 3 487 
No. 157 L 594 4 448 7 358 2 267 
すなわち No.217で大径 1，No. 218で大径 1，最大径 1
の変性が証明された。したがってきわめてわずかではあ
るが迷走神経系線維のなかには節状神経節から上喉頭神
経にはいり反回神経を下降し，再び迷走神経幹の中には
いって蹄に至るものもあることを忘れてはならない。 
IV) 脊髄神経前根切断 (CS;'__T5) 
Csから T5までの脊髄神経前根をそれぞれ個別的に切
断し，肺神経叢内有髄線維の変性状態をしらベた。その
結果は表9のように T4前根切断例に小径 2本，中径 1
本の変性が現われただけで，その他の実験例では全く変
性が起こらなかった。したがってこの種前根由来の線維
で肺に直達するものはきわめて少数で，しかも小径，中
径という細い線維に限られているようである。 
V) 脊髄神経後根神経節切除 (CS"，T5) 
Csから T5までの後根の脊髄神経節を切除して肺神経
叢内に惹起する有髄線維の変性をしらベた。その結果は
表 10のとおりで. T2から Tsまでの後根神経節切除例
で合計 11本(小径 6，中径 3，大径 2)の線維が変性し
。。
。。
。 187 
た。これら変性線維は大径以下の線維で，なかでも小径
が最も多く，最大径に属するものはなかった。なお C s • 
T(の脊髄神経節は蹄に対して有髄線維を送っていない。 
VI) 星状神経節切除
イヌにおいてもヒトと同様に交感神経の下頚神経節は
第 l胸神経節，時lこ第 2胸神経節とも融合して扇平な星
状神経節を形成している。左右 2例についてこの星状神
経節を切除して肺神経叢内有髄線維の変性を検した。表 
1に示すように変性線維の量は個体的に多少変動し，右
では合計 7"， 12本，左では 4"， 13本で径別にすると小
径，中径が多く，大径もわずかながらあるが，最大径は
皆無であった。このように星状神経節切除によって変性
する有髄線維にはすでに述べた脊髄神経の前根に由来す
るもの，後根から来るもの両者とも含まれて川るはずで、
ある。なおこのことは星状神経節切除による変性量が，
すでに述べた脊髄神経前根および後根に由来する線維の
合計に近い値を示していることからも肯ける。 
VII) 交叉性線維について
427 '4 
1667 13 
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表 12. Crossing nerve fibers in p1exus pu1monalis 	 る。神経線維束は神経節を貫通あるいは，その傍を通過
し，気管支枝に沿って肺の深部に進入し，各所に終末し
Dog N~~ ISmalllMedil叫 IMPIr-|Total 
& Side ~I IWl.u.U I 
No.199 
No.213R → L 
No.305 
No.308 
No.204 
No.263L→ R 
No.306 
No.307 
15 8 16 3 42 
48 49 17 3 117 
11 5 3 2 21 
12 8 3 2 25 
。 。 。。 。
 。 。 。。 。
 
4 167 2。 2。 3 
肺の神経支配は両側性か，片側性か?この問題を明ら
かにするために著者は迷走神経を節状神経節の下側で切
断した例について反対側の肺神経叢に有髄線維の変性が
起こっているかどうかを検索した。 結果は表 12のとお
りで，右の迷走神経を切断すると左肺神経叢内に比較的
多数の変性線維が出現する。その数は個体差が大きく 
No. 213の総計 117本から No.305の 21本までかなり
のばらつきがあった。変性は小径から最大径まで各径線
維に起こるが，一般に細い線維に多く，線維が太くなる
ほど少ない傾向が認められる。一方左の迷走神経切断例
での右肺神経叢内では No.306で合計 16本， No. 307 
で2本が変性したが，他の 2例では全く変性が現われな
かった。このように右から左へ交叉する線維は，左から
右へ交叉する線維に比べて非常に多いようである。要す
るに迷走神経系の有髄神経線維に関する限り，多少の個
体差はあるが，右から左へ交叉する線維は多く 逆に左p
から右へ交叉する線維は非常に少ないか，または全く存
在しないことがわかる。すなわち，左肺は両側性，右肺
は片側性支配の傾向が強いといえよう。
神経終末
肺門部には気管支および大小の血管の聞に神経節が散
在している(図 5)。その神経細胞は一般に小型で多極性
であるが，比較的大きな核を有し，その中の核小体も非
常に大きく，なかには 2個の核小体を有するものがあ
る。なお神経細胞体は軸索に比べて鍍銀性が弱い。この
細胞から出る突起は細く，神経突起と樹状突起との区別
は困難である。このような突起はやがてそのまわりにあ
る神経線維束に混ずる。このように神経節を通過する神
経線維の多くは無髄性で非常に細く，輪廓の滑らかな，
波状走向を示すものである。しかしなかには凹凸のはげ
しい，角張った輪廓を有する大きな有髄線維も混じてい
ている。図 6は血管の外膜に沿って深部にはい札、軟骨
の外側を走る知覚性線維である。この神経線維は 2本の
線維が互いにからみ合いながら走った後，軟骨の聞を通
って細い気管支枝の粘膜下組織にはいって複雑な分岐性
終末を形成して終わっている。図 7は細気管支の粘膜下
に認められる非常に太く，蛇行し，凹凸のはげしい知覚
図 5. (1，000X) 
図 6. (1，000x) 
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図 7. (1，OOOx) 
図 8. (1，OOOX) 
性線維で，末端は髄鞘を失った後多数の枝に分れるが
(図の下方)，これらの終末はその近くを迂曲した後，尖
鋭状，梶棒状あるいは神経原線維拡散による癌状膨大を
形成して終わっている。なおこの神経原線維性膨大は単
に末端だけでなく，そこに至るまでの分枝の途中にも至
るところに見られる。著者はこれを複雑分岐性終末と呼
ぶが，頚動脈洞，大動脈弓にみられる血圧下降反射の受
容器に似ている。次に図 8は知覚性神経線維の上皮内終
末である。この種の線維は一般に細いが，それでも螺旋
状ないし波状定行の途中かなり太さの変化を示し，輪廓
は一般に滑らかである。これらの知覚線維は初め数本が
集束しているが， しだいに互いに分離し，ついに単一線
維となって気管支枝の筋層，粘膜下組織，固有膜などを
つぎ、つぎ、に貫通した後上皮内にはいり，上皮細胞聞を迂
曲して尖鋭状に終末する。なかにはほとんど管腔表面に
まで達するものがある。すなわちこれらの線維は非分岐
性終末に属する。その他細い知覚神経のなかには粘膜下
組織，固有膜内で 2本ないし 3本の終末枝に分れ，それ
ぞれ尖鋭状に終末するものもある。すなわち，単純性分
岐性終末である。なお無髄性の自律神経線維については
気管支枝とか血管の周囲に数本ないし数十本の線維が集
まっているものは多数認められたが，それらがいかなる
終末を形成しているか，ついにその検出に成功しなかっ 
fこ。
総括ならびに考案
イヌの肺支配神経に関する肉眼解剖について Mizeres
刊は迷走神経からの枝p 心臓神経叢からの枝および息状
神経節からの枝が合して肺神経叢を作ると述べ， Miller 
ら53)の記載もおおむねこれと一致している。しかし著者
の肉眼的観察では迷走神経からの分枝は非常に多く，肺
門部に大小いろいろな神経束が 10本前後認められたが，
心臓神経叢と星状神経節からの枝はきわめて少なく，こ
れを明確にし得なかったものが多い。この点矢内 101〉，飯
塚聞の所見と一致する。なお胸部交感神経幹から直接肺
神経叢に加わる神経束も肉眼的には観察し得なかった。
肺神経叢は肺門部との位置的関係によって前肺神経叢と
後肺神経叢とに分かれるのは他の動物の場合と同じだが
イヌでは前肺神経叢はきわめて貧弱で、あった。なお注意
すべきことは中頚神経節が肺に向かつてかなり強大な神
経枝を送っていることである。この種神経は大動脈弓の
前側を降るので，一見交感神経系の心臓神経のように見
える。もちろん経過の途中で非常に細い枝を大動脈弓に
も分け与えていることも否定できないが，主力は肺動脈
の前側に沿って肺門に至り肺内に進入していた。このよ
うな神経は観察した例の過半数に存在するにかかわら
ず，従来の報告にはそれに関する記載の見当たらないの
は不可解である。
イヌの肺の分葉について牧野51)は個体差が著しいが多
くは右 4葉，左 2葉で，また小副葉を有したり分葉が不
明なこともあり，それにともなって気管支や血管の走行
もいろいろであると述べている。 Millerら5 
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葉，心葉，中葉，横隔膜葉の 4葉，左は上葉，心葉，横
隔膜葉の 3葉に分けている。著者の観察では右は 4葉，
左は 2ないし 3葉であって Millerら53)の分類の左上葉
と心葉の分葉が悪いものが多かった。肺神経叢から出た
神経束はおもに気管支に治い，一部は血管に随伴して肺
内に進入する。
肺神経叢内有髄線維の分析的研究としては鈴木間，飯
塚32〉，矢内 101)らの報告がある。鈴木はイヌについて神経
を横断切片で検索した結果肺支配神経の有髄線維は約 
300本で， 1.5，.，3.0μ の線維が 70"，80%を占め， 6μ以上
の線維は 1%以下であると述べている。飯塚32〉，矢内 101)
は著者と同じ扇形細裂標本でしらべているが，飯塚3
平均約 3ωO∞O本，小径 70%以上，中径約 25%，大径 1"，2
%，最大径はほとんど無いと述べている。また矢内 101)は
右で平均総数 3219本(小径 41%，中径号5%，大径 22%，
最大径 12%)，左では 1794本(小径 40%，中径 25%，大
径 25%，最大径 10%)と記載している。このように成績
は研究者によってまちまちである。この種の研究で最も
重要なことは目的とする神経のみを正しい肉眼解剖学的
知見に基づいて l本の線維も逃すことなく完全に採取し
観察することにある。著者はこの点細心の注意をはらっ
て検索したが，その結果 10例の平均で右， 2491本(小径 
39%，中径 27%，大径 19%，最大径 15%)，左では 1915
本(小径 39%，中径 29%，大径 17%，最大径 15%) と
いう成績を得た。 この成績は矢内 101)のものと近似して
いるが，鈴木間および飯塚聞の成績に比べると有髄線維
量が非常に多い点と大径，最大径の豊富な点で明らかlこ
異なっている。この相異の原因は恐らく研究方法にある
と思うが，大径，最大径という太い有髄線維は後で述べ
るように知覚性と考えられるだけに，他の研究者がこれ
を見逃したことは遺憾で，研究方法の重要性を痛感する
次第である。
有髄線維量についての左右の差は 10例の全例におい
て常に右>左であった。この左右差にもやはり個体差が
あって，その差が少ないものから，右が左の 2倍近いも
のまで種々であったが，右>左の関係が逆転したものは 
1例もなかった。これは肺の分葉と容量が右の方がはる
かに大きいという事実から考えてもむしろ当然といえよ
フ。
次に肺支配神経の有髄線維量を他の内臓支配のものと
比較してみよう。著者と同じく福山の扇形細裂標本法で
しらベた諸種の内臓支配神経に関する諸家の成績は表 
13と表 14に示したとおりである。いま腹腔および骨盤
内臓器支配神経の有髄線維総数を見ると胃(原問，大崎
表 13. Myelinated nerve fibers innervating abdominal and pelvic organs. 
Organs Au加 s Sm Md Lg Mx To凶 
Stomach E王ara 361 (82.7) 65 (14.9) 9 (2.1) 1 (0.2) 436 
Osaki 453 (56.8) 325 (40.8) 19 (2.4) 797 
Kidney L Tokoyo 
1/ R // 
Urinary bladder Sato 
Uterus Okuno 
Vagina Okuno 
Ovary Okuno 
Liber Honda 
Gal1bladder Inomata 
Pancreas Koseki 
Spleen Watanabe 
Adrenal glands L Masiko 
1/ R // 
Duodenum Suzuki 
129 
97 
772 
62 
89 
30 
187 
65 
242 
76 
689 
658 
80 
(76.8) 
(74.6) 
(80.2) 
(71.3) 
(80.9) 
(66.7) 
(76.3) 
(60.0) 
(82.9) 
(73.1) 
(77.9) 
(77.3) 
(69.6) 
34 
29 
162 
22 
17 
12 
50 
38 
41 
25 
146 
144 
27 
(20.2) 
(22.3) 
(16.8) 
(25.3) 
(15.5) 
(26.7) 
(20.5) 
(34.5) 
(14.0) 
(24.0) 
(16.5) 
(16.9) 
(23.5) 
3 (1.8) 
3 (2.3) 
27 (2.8) 
2 (2.3) 
3 (2.7) 
2 (4.4) 
6 (2.4) 
6 (5.5) 
7 (2.4) 
2 (1.9) 
36 (4.1) 
36 (4.3) 
6 (5.2) 
2 (1.2) 168 
1.(0.8) 130 
2 (0.2) 963 
1 (1.1)' 87 
1 (0.9) 110 
1 (2.2) 45 
2 (0.8) 245 
1 (0.9) 110 
2 (0.7) 292 
1 (1.0) 104 
13 (1.5) 884 
13 (1.5) 851 
2 (1.7) 115 
表 14. Myelinated nerve五bersinnervaing cervical and thoracic organs. 
Organs Authors Sm Md Lg 恥1x Total 
Heart Ito 646 (21.4) 1425 (47.3) 621 (20.6) 322 (10.7) 3014 
Trachea Yanai 675 (33.5) 727 (36.1) 388 (19.2) 226 (11.2) 2016 
Esophagus Itabasi 173 (27.6) 373 (59.6) 64 (10.2) 16 (2.6) 626 
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問問)，腎(常世間)，勝脱(佐藤間)，子宮(奥野ら 64))，
睦(奥野ら附)，卵巣(奥野ら附)，肝(本田川)，胆のう
(猪股34))，体(小関67))，牌(渡辺95))，副腎(増子問)， 
十二指腸(鈴木町)などに分布する有髄線維の量は著者
の肺に比べて著しく少ない。たとえば著者の肺に関する
有髄線維の量は左では胃(原判)の約 4.4倍であり，最
も有髄線維の多い勝脱の約 2倍に当たる。また右肺でも
胃の約 5.7倍，勝脱の 2.5倍に相当する(表 13)。次に頚
胸部内臓については表 14に示すように心臓 3014(伊藤
町)，気管 2016(矢内 101))という報告がある。これらは
左右合計であるが，やはり著者の肺の 4406(左右合計)
に比べると少ないことがわかる。しかし心臓は器管の大
きさの割合に有髄線維量が豊富である。
次に福山にならって有髄線維を小径，中径，大径，最
大径の 4径に分類して各径線維の含まれる割合を比較す
ると小径>中径>大径>最大径という関係がなりたつ。
たまに最大径>大径という例外もあったが小径，中径と
いう比較的細い線維が多いという点では全く変らなかっ
た。
ここで神経線維の形態と機能の問題に少し触れてみよ
う。研究者の中には Schaffer78)，Edgeworth12)らのよう
に線維の太さは動物の種類，成熟度，栄養中枢からの距
離によって変わるという理由で形態と機能との相関々係
を否定するものもある。しかし Scherington川以来， 
Heinbecker et al.28)，Ranson69)，AllenペWindle97) 
98)，Kiss & Mihalik叫，呉H〉，浜辺町， Tomasch & 
Briton93)らは生理学的，組織学的立場から線維の太さと
機能との間に一定の関係があることを主張している。た
とえば浜辺均はヒトのいろいろな神経について有髄神経
を直径を基準として分類し， 3μ 以下を小径， 3"，， 5μ を
中径， 5μ 以上を大径とし，小径は深部知覚あるいは臓
器知覚，中径は痛覚，大径は触角に関すると結論してい
る。また Wind1e附は 5μ 以下を小径， 5"，， 9μ を中径， 
9μ 以上を大径とし，長毛様体神経の有髄神経が小径で
あることから判断して小径は痛覚に関係していると結論
した。さらに Agostini3)らは 6μ 以下を小径， 6，，-， 12μ 
を中径， 12μ以上を大径とし，小径，大径は遠心性，中
径は求心性とした。これらの研究者は有髄線維の形態の
基準として直径だけをとりあげている。しかしながら単
に直径だけで機能をうんぬんすること自体に無理があ
る。 Zottermann102)も神経線維の伝導速度は直径ばかり
でなく Ranvier絞輪開節の長さにも関係があれ Ran-
vier絞輪開節が長いほど伝導速度が速くなることを指
摘している。さて福山 17)は神経線維を分類するに際し単
に直径のみでなく，髄鞘の厚さ， Ranvier絞輪間節の長
さ， Schmidt-Lantermann切痕なども考慮に入れた合
理的な分類法(表 1)をあみ出し，形態と機能との関係
を解明しようとした。この分類法が従来のものに比べて
合理的であり，また形態と機能との関係の解明に一歩近
づいたものであることはすでに Yabuki99)や Homma29)
が述べているとおりである。福山およびその門下の人々
はこの分類法に基づいて有髄線維を 4型に分類し機能と
の関連づけを試みている。たとえばイヌについての研究
に阿部1)の上喉頭神経および反回神経，阿部ら 2)の咽頭粘
膜枝ならびに筋枝，今泉町の動眼， ~骨車，外転神経，そ
の他多くの報告があるが，これらの所見を総合していえ
ることは大径，最大径という太い有髄線維は知覚性(体
制および内臓)か運動性(体制)で，小径，中径に属す
る細いものは自律神経性か知覚性(体制および内臓)と
いうことである 0・ところで肺支配神経には大径，最大径
有髄線維がかなり豊富に含まれ，右 834本，左 606本
で，これらはそこにある有髄線維量の 33.5%および 31.7
%を占めているのである。すでに述べたようにこれらの
太い有髄線維は体制運動性か，体制知覚性であろうが，
肺には横絞筋は存在しないので，これらの太い線維はま
ず知覚性と考えてよいと思う。そうすると肺の知覚性は
かなり高いものと考えるべきである。臨床的に沖中・中
尾ら62)は肺および臓側胸膜には痛覚がなく，肺炎，肺結
核，肺膿蕩，肺腫蕩などで病巣が壁側胸膜に及ぶと悲痛
を感じると述べている。 White96)は肺および臓側胸膜は
悲痛刺激に対して感受性がないが，壁側胸膜は肋間神経
から多数の痛覚神経支配を受けていると述べている。 
Morton56)によると気管および気管支は有害なガス刺激
に対して感受性を示し，胸骨周囲および胸骨下に悲痛を
感ずることがよくあるが，との求心路は迷走神経を通る
可能性が強いけれど交感神経もあながち否定できないと
推論している。また外科手術の場合に痛覚がないこと
や，気管支粘膜に触れると激しい咳取をおこし，気管支
瑞息、の場合には平滑筋が撃縮して激しい呼吸困難を感ず
るのは臨床家の良く知るところである。
このように諸家の意見をみると肺には痛覚はないが知
覚性という点では決し貧弱なものでなく，その内容はむ
しろ豊富で、変化に富むものであることがうかがえる。肺
神経叢に大径，最大径という太い有髄線維が豊富である
という著者の所見はこれら臨床方面の見解に形態的な裏
付けをあたえるものである。
次にこの種の太い有髄線維を他の内臓支配神経につい
てみると，一般に肺より少ない。 たとえば表 13に示す
ように大径，最大径線維の合計は胃で 10，腎で左 5，右 
4，勝脱で 29，子宮で 3，腫で 4，卵巣で 3，肝で 8，胆の
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うで 7，醇で 9，牌で 3，副腎で左 49，右 49，十二指腸で 
8に過ぎない。このことから肺の知覚性は腹腔あるいは
骨盤内臓器に比べて高いことがわかる。 しかし表 14に
示すように心臓は大径，最大径合わせて 943，気管は 614
で肺には及ばないまでもそれに近い値を示している。も
ちろん，神経線維の絶対量だけで神経の貧富を決めるこ
とはできない。それは器管の大きさ，容積にも左右され
るはずであるからである。しかし胃，腎その他の腹腔内
臓器では大径，最大径線維の含まれる割合がそこにある
有髄線維総量のわずか 3~7% に過ぎないのに対し，肺
では実に 32.7%(左右合計)にも達している事実は明ら
かに肺の高い知覚性を示すものである。 また表 14のご
とくこの割合は心臓で 31.3%，気管で 30.4%であるので
知覚性が高いのは胸腔内臓器(食道を除く)一般の傾向
であるように考えられる。さらに著者は肺内気管支の周
囲とか細気管支の粘膜下に多数の複雑な分岐性終末を認
めたが，この種のものは非常に太い軸索の終末であるこ
とから，これらは上述した知覚性と考えられる大径，最
大径に由来することは明らかである。瀬戸81)は Sunder-
P1assmann聞が肺内気管支の粘膜筋膜内に証明したこの
種終末を血圧下降反射の受容器であろうと述べている
が，著者はその他に気管支枝の拡張，伸展を感ずる終末
受容器で， Hering-Breuer反射にも関係があるのでは
ないかと思う。
なお Agostini汽 Jones4りなども述べているように肺
神経叢のなかには有髄線維のほかに多量の無髄線維が含
まれている。 しかし，Osmium酸染色法は無髄線維を
染めないためその数を算定することはできなかったが，
多数の無髄線維が肺神経叢のなかに含まれていることは
著者も確認できた。この種の無髄線維が単に交感神経の
節後線維だけであるか，沖中63)のいうごとく，そのなか
には迷走神経系副交感神経の節後線維も含まれているの
か，重要な課題であるが，この問題の解決は将来の研究
にまたねばならない。
以上，単に形態的な立場から知覚神経を論じ，また肺
の知覚性を検討した。ところでこのような問題をうんぬ
んする際，神経線維の起源，由来も検討されねばならな
い。神経線維がどこからきているかを知ることはその線
維の機能を決定するためには絶対の必要条件で、ある。そ
こで著者は諸種神経切断実験を行ない，福山の扇形細裂
標本として変性をしらべる方法によって，神経線維の起
源，経路をしらベた。
迷走神経系の神経線維には節状神経節の上側に起源す
るものと節状神経節から起こるもの，すなわち節上線維
と節線維とがある。著者の実験によると右肺では有髄線
維の約 64%，左肺では約 61%が節上線維であるのに対
し，節線維の割合は右肺で 17%，左肺で 29%であった。
矢内山〉の実験によると気管の神経では節上線維 80%で
節線維 20%であるが肺の神経ではこの優劣関係が全く
逆転すると述べている。したがって著者の肺神経につい
ての成績と全く逆の関係を示している。しかし飯塚32)の
実験成績は著者と矢内との中間にあって節上線維が約 
41%，節線維が約 30%である。 このように研究者のち
がいによる所見の相異の原因が動物の個体差によるか，
研究方法のちがいによるかは不明というほかはない。伊
藤町は心臓に分布する迷走神経系有髄線維を分析したと
ころ，節と線維 71.9%に対し節線維は 28.1%という成
績を得た。この割合はおおむね著者の肺支配神経におけ
るものに近似している。
節上線維に関しては一般に自律神経(副交感性)と考
えられている。ところで節上線維には小径から最大径ま
でいろいろな太さの有髄線維がほぼ同じ割合(59，.68%)
に含まれている。これら各径線維のうち小径，中径線維
は副交感性で，大径，最大径はやはり知覚性と考えるべ
きことはすでに述べたとおりである。節状神経節より中
枢側にある頚静脈神経節の神経細胞は一般に知覚性と考
えられているのであるから，これら太い知覚性と考えら
れる線維は恐らくこの頚静脈神経節から起こるものであ
ろう。 千葉ら9)は迷走神経耳介枝の有髄神経構成を分析
し，大径，最大径が圧倒的に多く，両者合計すると 2402
本(有髄線維の 73.0%)になると報告している。このよ
うに耳介枝に含まれる多量の太い有髄線維は知覚性で，
もちろん頚静脈神経節から起こると考えられる。この神
経節から起こる知覚線維は耳介枝を経て外耳に分布する
と一般に信じられているが，一部は迷走神経を下って肺
に分布すると考えざるを得ない。
次に節状神経節の性格について考えてみたいと思う。
迷走神経が副交感神経作用を有することは成書にも記載
され，一般にも信じられているが，呉・沖中州73)学派は
副交感神経の神経線維はー般に小径有髄線維で，頚静脈
神経節あるいは節状神経節に介在神経細胞を有すると考
えている。鈴木89)は3μ 以下の小径有髄線維(時には 4
，.5μ の中径も)の大部分は副交感性であって，節状神
経節に介在細胞を有すると述べている。藤田1
迷走神経心臓枝について，その遠心性線維は小径または
中径有髄線維であるが，節後線維には有髄と無髄があり
その大部分は節状神経節に発するとした。 阿部川主上喉
頭神経と反回神経との吻合枝の中にある副交感性線維は
中径(福山の分類)で節状神経節に由来すると述べてい
る。それに対し Fischer& Ranson14)，Ranson et al. 
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間， jones41)， Daly & Evans11)らは節状神経節には副交
感神経の介在細胞はなく，そこにある細胞は単極あるい
は偽単極の知覚神経細胞であると主張している。このよ
うに節状神経節の性格についての見解は研究者によりま
ちまちである。著者の所見によると節状神経節から起こ
るいわゆる節線維には小径から最大径までのすべての線
維がほぼ同じ割合 (12"，29%)に含まれている。そのう
ち大径，最大径線維は当然知覚性であろうが，小径，中
径という細い線維が果して知覚性か，副交感性か，ある
いは両者の混合であるかについて，いずれとも決定する
に足る判定の資料をもたない。
次に注意すべきことは迷走神経幹内にあって，しかも
節状神経節を切除しでも変性しない有髄神経線維の存在
である。これは節状神経節より下方に起源する線維と考
えるべきであるが，板橋38) f土これを内在線維と呼び，福
山l
幹の節下線維の量は下方になるほど減少するが，そこに
ある有髄線維に対する割合は下になるほど増大し，節状
神経節直下ではわずか 5.6%なのに横隔膜を通過すると 
72.8%となるといい，また肺神経叢内では有髄線維の 
6.1%がこの節下線維に属するという。著者の成績では
肺神経叢内での節下線維は右 19.0%，左 10.6%であっ
た。もちろん脊髄神経系(前根あるいは後根)のような
外来性神経線維が節状神経節の下側で迷走神経のなかに
進入することもあるので，節状神経節の下側で迷走神経
を切断しでも変性しないからといって，直ちに節下線維
と断定することはできない。しかし後で述べるようにこ
の種外来神経線維はきわめて微量である。
ところで迷走神経系の神経線維はすべて迷走神経幹を
下降して肺に進入するとは限らない。それは上喉頭神経
から反回神経にはいり，それから分れる枝を通って蹄に
達する経路もありうるからである。 1893年 Keng仰は肉
眼解剖学的観察によって上喉頭神経から吻合枝を介して
反回神経にはいり，それを下降して心臓枝にはいる神経
を想定している。そして伊藤39) fまこの種神経の存在を形
態学的に確認した。彼によると心臓支配神経のなかには
吻合枝経由の神経枝が多数あり，この種の線維が有髄線
維の 22.8%を占め，しかもその多くは大径，最大径とい
う太い線維であるという。肺支配神経線維にもこのよう
に上喉頭神経一一吻合枝一一反回神経を経過するものが
あるだろうか。板橋町のイヌについての研究によると左
側で上喉頭神経と反回神経との間にある吻合枝の有髄線
維の数は平均 1432本であるが，そのうち 98%は吻合枝
を下って反回神経に向かうものであると述べている。し
たがってこれらの線維は心臓ばかりでなく肺にはいるも
のもありうる。このような想定のもとで著者は左上喉頭
神経を切って肺神経叢をしらべたところわずか 1"，2本
ではあるが大径，最大径線維に変性線維を証明した。し
たがって肺支配神経にもこのように節状神経節一一上喉
頭神経一一吻合枝一一反回神経一一肺神経叢という経過
をたどる線維の存在も無視することはできない。しかも
このように側副路を通るものは太い線維であるので知覚
性であると思う。
次に脊髄神経に由来する肺支配神経について考察を試
みる。古くから脊髄神経も肺の知覚性神経支配に関与し
ていると考えられてきた。 Barry6)および Roger72)は生
理学的実験で肺からの求心性刺激が胸部交感神経やその
交通枝を通って脊髄に達することを発見した。また 
Mollgaard5勺土肺に分布する脊髄神経系線維のうち遠心
性のものは血管運動を支配し，求心性のものは T2，T3脊
髄神経節を通ると述べている。その他 Yagita100)は脊髄
神経後根 (T1"，T5) を切除した後 Bielschowsky-瀬戸民
変法で鍍銀して後根性求心性線維を証明したと報告して
いる。また林拘27)は気管支筋層内知覚神経の一部に脊髄
神経由来のものを認めた。このように肺の脊髄神経支配
をとりあつかった研究はかなり多いが，この種外来線維
を量的，形態的，起源的に分析した研究はほとんど見当
たらない。そこで著者は脊髄神経 Ca"，T5の前根および
後根脊髄神経節をそれぞれ個別的に切除し，肺神経叢の
有髄線維をしらベた。その結果，前根由来のものはきわ
めて少なく，T 4に由来するものがわずか 3本(小径 2，
中径 1) を証明したにすぎなかった。 ところで前根線維
は体制運動性か交感性と考えられる。しかし肺に分布す
る神経が体制運動性ということはあり得ないので，問題
の線維は交感性と見なすべきであろう。しかし交感性と
断定する前に少し検討を要する問題がある。それは脊髄
神経前根に求心性線維の存在を主張する見解である。こ
れについては賛否両論があってたとえば O'Donnelet 
a1.6九 Scherington79ら鶴山9ペらは組織学的あるいは生
Lang-〉，37理学的にそれを主張しているのに対し，石川 
ley45) ，瀬戸81〉，仲西町らはそれを否定している。特に仲
西は著者と同じ扇形細裂標本法で脊髄神経根線維につい
て詳細な分析的研究を行なった。彼によると前根を切断
しその中枢部と末梢部をしらべたが求心性のような変性
態度を示す線維は 0"，30本(1%以下)にすぎず，これ
は O'Donnelet al.61)の示した前根内にも存在する脊髄
神経節細胞の突起であろうと解釈した。また交感神経節
に起源する交感神経性求心性線維が前根を逆行するとい
う報告があるので，交感神経摘出術を行なっても中枢側
の前根に変性線維がほとんど見られなかったことから，
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前根内には求心性線維(交感神経節に起源するいわゆる
交感神経性求心性線維)はないと結論した。著者は仲西
の成績の中で T3前根を切除した例で小径，中径を中心
とした 1.5%の線維が求心性のような態度をとることか
ら前根内求心性線維の存在についてこれを全面的に否定
することはできないと思う。しかし著者が肺神経叢で証
明した 3本の前根起源の線維 (T4起源)については交感
性節前線維と判断せざるを得ない。
次に著者は後根の脊髄神経節 (C8"，T5) を切除して肺
神経叢内に合計 11本(小径 6，中径 3，大径 2)の変性を
証明することができた。これらの後根系線維の性格につ
いて考えると，一般に後根の神経は求心性で、あるとい
う， Bell-Magendieの法則が信じられている。著者の
実験で確認した 2本の大径線維が知覚性であることにつ
いては疑いの余地はない。しかし他の小，中径という細
い線維については検討を要する問題がある。それは1876
年 Stricker86)がイヌの後根に遠心性の血管拡張神経が
存在することを主張して以来，後根の遠心性線維は生理
学者，組織学者の論議の的となった。特に呉，沖中村〉の
主張する脊髄副交感神経についても賛否相半ばする現状
である。著者が肺に分布する後根系の小，中径線維を即
座に知覚性としない理由もここにある。しかし最近仲西
問は精密な実験を行ない，呉，沖中が後根にあるという
遠心性の副交感神経は再生線維であることを実証した。
すなわち仲西は後根切断後 30日までは後根の切断中枢
部における線維はほとんど変性，消退する。ところが 40
日以上を経過すると，有髄線維が現われ，日増しにその
数を増すばかりでなく，線維の直径が増大することを認
めた。彼はさらに切断 61日後に後根の同じ部位をさら
に切断して， 7日自に切断中枢部をしらべたところ，ほ
とんどの線維が変性していることを確かめた。これら一
連の実験成績は後根の線維の大多数は脊髄神経節から起
こる求心性線維であって，従来実験的に後根にあるとい
われた遠心性線維は一度変性した求心性線維が再生した
ものであることを示すものである。したがって著者は後
根系の細い有髄線維もやはり知覚性であると信じる。次
にこれら肺支配の後根性求心性線維はいかなる感覚を支
配するのであろうか? Homma問は歯髄の有髄線維が0 
おもに小径，中径によって構成され，そこにはー般に痛
覚Lか存在しないことから判断してこれら細い線維はお
もに痛覚を支配すると考えた。また福山I町立狭心症発作
時の激痛が星状神経節切除によって消退することについ
て，これは交感神経の中に含まれる後根由来の小，中径
線維による伝導が断たれるためであると解釈している。
また宍戸8
術を行なうと勝脱の病的広痛が除去されるのは下腹神経
に含まれている後根性の細い線維が遮断されるためであ
ると解した。これらのことから内臓に分布する後根性の
小，中径線維は痛覚を支配するものと考えられる。著者
は肺内の比較的大きな気管支枝の粘膜で上皮細胞聞を蛇
行する細い神経終末を証明したが，これは恐らく後根に
由来する細い有髄線維の末端ではあるまいか。そして肺
の病的な痛覚すなわち肺炎，肺膿虜，胸膜炎などの胸痛
に関与するものと推定する。
なお前根および後根性の脊髄神経線維が肺へ達する経
路について，林25) fま交通枝を通って交感神経幹にはい
り，星状神経節から鎖骨下ワナを上り迷走神経幹に混じ
たのち肺に進入すると述べている。著者は右あるいは左
の星状神経節摘出術を行なったところ，肺神経叢に右で 
10本，左で 9本の変性線維を認めた。この量はすでに述
べた前根系および後根系の線維の合計にほぼ一致し，線
維の太さもそのほとんどが小，中径という点で矛盾しな
い。この所見は上に述べた脊髄神経系線維の肺に達する
経路に関する林の見解を支持するものである。
最後に神経の肺支配がー側性か両側性かの問題につい
て少しくふれてみたい。右あるいは左の神経線維がそれ
ぞれ反対側の肺に達するか否かの問題は古くから議論の
対象となっていた。 Mりllgaard57)はネコおよびイヌで肺
葉切除後の迷走神経の神経細胞に招来されるクロマトリ
ーゼを研究・し，迷走神経の求心性線維には対側から来る
ものもあると主張している。 また Larsell & Mason50) 
は家兎の迷走神経切断実験で，肺内に一部正常神経が残
存するのを見て，これは対側迷走神経に由来するものと
推定した。また林27)は鍍銀法による研究を行ない肺の神
経は自律神経もまた知覚神経もともに対側にも分布する
という結論に達した。長石58)らは左右の肺神経叢は気管
分岐部の神経や食道神経叢によって互いに連絡している
と記載している。 Honjin31)はハツカネズミで迷走神経
切断後の変性線維が同側肺のみならず対側肺にもはいる
のを明瞭に見たと述べている。しかし Yagita1附はイヌ
について迷走神経切断実験を行ない肺および肺胸膜には
反対側から来る知覚性線維は認められないという結論に
達した。飯塚町も同様にイヌで肺の神経支配は迷走神経
も脊髄神経もともに片側性であると主張している。この
ように肺支配神経線維の交叉，非交叉については議論多
く定説をみるに至っていない。またたとえ交叉するとし
てもその線維量とか形態に関する知見はきわめて貧困で
ある。そこで著者は迷走神経を節状神経節の下側で切断
して，対側の肺神経叢に変性が現われるかどうかを検索
した。それによると右を切断すると全例で左肺神経叢内
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にかなり多数の変性線維を生じるが(小径から最大径ま
で各径の線維を含む)，左切断実験で右肺神経叢に変性
を生じたのは 4例中 2例だけで，しかもその量はきわめ
て微少で，他の 2例では全く変性を認めることができな
かった。いずれにせよ右から左に交叉する線維に比し
て，左から右に交叉する線維が少ないことは事実のよう
である。すなわち迷走神経系の有髄線維に関する限り，
右から左へ交叉するものは相当優勢で、あるが，左から右
に交叉するものは存在しないかあってもきわめて少ない
ということができる。いい換えれば左肺は両側の神経に
支配されるが，右肺はほとんど片側の神経だけに支配さ
れる傾向が強いということができる。これは新しい所見
として特に強調しておきたい。
結 論
雑種の成熟イヌ 60側例について福山の扇形細裂標本
法および瀬戸氏鍍銀染色法を用いて，肺支配有髄神経の
量的，形態的，起源的分析を行なった。その結果は次の
とおりである。 
1) 肺には有髄神経線維がきわめて多く平均 4406本
(右 2491，左 1915)を算し，有髄線維量に関し常に右が
左に比べて優勢であった。 
2) 有髄神経線維を 4種径に分類し，各径線維の量を
比較すると小径>中径>大径>最大径という関係がみら
れた。しかも明らかに知覚性と考えられる大径，最大径
が他の臓器(おもに腹腔内臓器)に比して非常に多く，
有髄線維の右 33.5%，左 31.7%を占めていた。 
3) 有髄線維の由来については， 61"， 64%が迷走神経
の節上線維， 18"，，28%が節線維で残りはおもに節下線維
であった。また迷走神経線維のなかには上喉頭神経一一
吻合枝一一反回神経を経て肺に至るものもわずかながら
あった。その他脊髄神経前根および後根に起源をもっ線
維もわずかではあるが認められた。 
4) 肺を支配する迷走神経系の有髄線維は節上線維，
節線維，節下線維とも知覚性と副交感性の混合であり，
肺神経叢内にわずかながら証明された脊髄神経前根由来
の線維は交感性節前線維，後根由来の線維は知覚性と推
定する。 
5) ー側から対側に進入する交叉性線維に関しては，
迷走神経系の有髄線維に関する限り，右から左へ交叉す
るものはかなり多量であるが，左から右へ交叉する線維
は少量で欠除することもある。 
6) 鍍銀染色法で肺内に太い軸索よりなる複雑な分岐
性終末，細い軸索に属する単純な分岐性あるいは非分岐
性終末を証明した。
稿を終わるに臨み，終始御指導・御校閲を賜わっ
た恩師福山右門教授に深謝するとともに，本研究の
機会を与えて下さった肺癌研究施設香月秀雄教授に
感謝いたします。
なお，本研究の一部は文部省科学研究交付金によ
つてなされたものであります。
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24 嶋田論文付図(1 ) 
図 9. 正常な肺神経叢の有髄神経線維(扇形細裂標本)  450X 
図 10. 迷走神経を節状神経節の上側で切断した例  (No.108)の
肺神経叢の有髄線維の変性像(扇形細裂標本)  450x 
l嶋田論文付図 (II) 25 
図 11. 脊髄神経 T 4 の後根神経
節を切除した例(No.181)
の肺神経叢の大径有髄線
維の変性像(扇形細裂標
本) 450X 
図 12. 上喉頭神経を切断した例 
(No. 218) の肺柑1経叢の
最大径有髄線維の変性像
(扇形細裂標本) 450X 
